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馳
轟冊

説
ド
イ

ッ
行
政
法
形
成

期

の

「
公
益
」
論

(
こ

ー

ロ
イ

ト

ホ

ル
ト

"

ノ

イ

マ

ン
論

争

を

め

ぐ

っ

て
-i
ー

目

次

は
じ

め
に

一

ロ
イ
ト
ホ

ル
ト

の

「
公
益
」
論

O

「公
益
」
概
念
と
そ

の
内
容

1

「
地
域
的

共
通
生
活
利

益
」
説

2

国
家
的
承

認

の
要
否

⇔

公
法

・
私
法

の
区
別

に
関
す

る
主
体
説

1

利
益
説

の
否
定

2

権

力
主
体

説

の
主

張

ω

行
政
法

と
行

政
裁

判

の
意
義

1

行
政
法

の
意
義

2

行
政
権

原

と
し

て
の

「
公
益
」

3

行
政

の
裁
判
的
統
制

の
必
要
性

四

小

括

(以
上
、
本
号
)

安

達

和

志
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ニ

ノ
イ

マ
ン
の

「
公
益
」
論

三

形
成
期

「
公
益
」
論
争

の
意
義
-

結

び
に
か
え

て

は

じ

め

に

神奈川法学第32巻 第1号(18)

ω

国
民
個
人

の
様

々
な
権

利
利
益

と
並

ん

で
、
行
政
法
上

の
重
要
な
保
護
法
益

の

一
つ
と
さ
れ
て
き
た

"
公
共

の
福
祉
〃
、
"
社
会
公

共

の
利
益
"
、
〃
国
民
全
体

の
福
祉
"
な

ど
、
総
じ

て

「
公
益
」
と

い
わ
れ
る
概
念

に
関
し

て
、

わ
が
国

の
行
政
法
学

で
は
、
そ

の
意

味
す

る
内
容
や
法
的
位

置
づ
け
な

ど
を

こ
と
さ
ら

に
問
う

こ
と
な
し

に
、

い
わ
ば
そ

の
国

民
個

人

の
権
利
利
益

に
対
す

る
優
越
を
当
然
視
し

た

う
え

で
、
基
本
的

に
は
行

政
権

が
広
範

な
裁
量
判
断

の
も

と
に
そ

の
擁
護

・
実
現

へ
の
責

任
を
負
う
も

の
と
考
え

る
傾
向

が
強
か

っ
た
よ

う

に
思

わ
れ
る
。
そ
れ

は
、
私
法

・
民
法

に
対
す

る
公
法

・
行
政
法

の
特
殊
性
を
原
理
的

に
論
じ
る
場

面
か
ら
、
行
政
処
分
裁
量
権

の
濫

用
、

取
消
訴
訟

の
訴
え

の
利
益
、
行
政
処
分

の
執
行
停
止
要
件
、
事
情

判
決

の
許
容
性
な

ど

の
よ
う

な
制
度
的
論
点

に
ま

で
広
く
及
ん

で

い
る
・
現

に
、
行

政
活
動
を
根
拠

づ
け

る
議

会
立
法

(法
律

・
条
例
)

の
目
的
規
定

や
要
件
規
定

に
多

く

「
公
益

」
な
ど

の
文
言

が
掲

げ

ら
れ
て

い
る
ほ
か
、
行

政
法
学

の
体
系
的

理
解

に
お

い
て
も
、
現
行

の
行
政
法
制

の
解
釈

に
お

い
て
も

「
公
益
」

の
語

が
し

ば
し
ば
援
用

さ
れ
、
重
要
な
役
割
を
演
じ

て
き
た
と

い
え
る
。

そ

の
際

、
個
別

の
実
定
行
政
制
度
上

で
用

い
ら
れ

て

い
る
公
益
概
念

の
意
味
内
容

に
関
し

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
場
面

に
応
じ
て
具
体
的

な
解
釈
問
題
と
な

っ
て
き

た
わ
け

で
あ

る
が
、

こ
う

し
た
技
術
的

・
制
度
的

公
益
概
念

の
背
景

に
あ

っ
て
、

そ
れ
ら
全
体
を
基
礎

づ
け

る

本
質
的

・
原
理
的
公
益
概
禽

そ
れ
自
体

と
し

て
正
面

か
ら
法
的

分
析

の
螺

と
L

そ

の
法
的
規
律

の
あ

り
方
を
追
究
す
る
と

い
、つ

こ
と
は
、

わ
が
国

で
は
こ
れ
ま

で
あ
ま
り
意
識

さ
れ
て

こ
な

か

っ
た

と

い
え
よ
う

。

勿

こ
れ

に
対

し
て
、
ド
イ

ツ
で
は
、
国
法
学

か
ら
分
離

し
て
行
政
法
学

が
学
問
的

に
形
成
さ
れ

つ
つ
あ

っ
た

一
九
世
紀
後
半

の
帝
政
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時
代
以
来
、
第

二
次
世
界
大
戦
後

の
現
代

に
至

る
ま

で
、

行
政
法

の
保
護
法
益

と
し
て

の
公
益

に
関
す

る
問
題
が
継
続
し

て
理
論
的
関
心

の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。

も
麗

も

ド
イ
ッ
行
政
蒙

に
お
い
て
も
公
益
問
題
が

叢

的
に
藷

さ
れ
る
考

に
な
る
の
は
比
較
的
最
近
の
こ
と
に
属
す
る
と

み
ら
れ
る
。
戦
前

の
行
政
法
教

科
書

で
は
、

公
益
問
題
は
未

だ
総
論
的

な
位

置
づ
け
を
与

え
ら
れ

て
お
ら
ず

、
各
論
的
な
行
政
分
野
・
と

り
わ
け
収
用
法

の
領
域

で
強
制
収
用
を
根
拠

づ
け
る
公
益

の
存
否

に
関
連

し
て
言

及
さ
れ
は
し
た

が
、

そ

の
場
合

で
も
多

く

は
概
念

の
問

題
性

の
指
摘

や
論
拠

ぬ
き

の
箪

な
記

述

に
と
ど
ま
り
、
概
し

て
体
系
的

に
論
述

さ
れ
る
に
は
至
ら
な

か

き

こ
う
し
た
状
況
下

で
・

少
数

で
は
あ

る
が
、
公
益
概
念

に
詳
細

か

つ
方
法
論
的

に
論
及
す

る
学
説

の
流
れ

が
認
め
ら
れ
、
な

か
で
も

そ
の
萌
芽
と
し
て

一
八
八
〇

年
代

に

・
イ
よ

ル
支

・

5

2
量

飢
)
と

ノ
イ

マ
ン

(宰

」

・
Z
2
臼
雪
コ
)

の
間

で
交

わ
さ
れ
た
公
益
論
争

が
注
目
さ

象

・
そ

こ

で
は

、

後

に
支

配

的

な

潮

流

と
な

り

、

わ

が
国

に
も

大

き
な

影

響

を

与

え

た

0

・
マ
イ

ヤ
ー

行

政
法

学

が
成

立
す

る
直
前

に
生

じ

た

こ

の

論

争

が
、

行

政

法

の
理

論

形

成

に
ど

の
よ
う

な
寄

与

を

し

た

の
か

が
問

わ

れ

る

こ

と

と
な

る
。

本

稿

は
、

ド
イ

ツ
行

政
法

形
成

期

の

「
公

益

」

論

と
し

て
、

こ

の

ロ
イ

ト

ホ

ル
ト

ロ

ノ
イ

マ
ン
論
争

を

と

り

あ

げ

、

そ

の
学

説

史
的

意

義

を

追

究

し

よ
う

と
す

る
も

の
で
あ

る
・

㈹

こ

の
時

期

に
先

立

つ

一
八

三

〇

年

代

に
、

ド

イ

ツ
国

法

学

の
祖

と

い
わ

れ

る

ア

ル
ブ

レ
ヒ

ト

(国
.
〉
一び
桟①
O
ゴ
併)

は
、

「
わ

れ

わ
れ

は

今

日
、

(少
な
く

と
も

こ
れ

が
圧

倒
的

に
支

配
的
な
見
解

と
み
ら
れ

る

の
で
あ

る
が
)
国

家

を

次

の
よ

う

な

も

の
と
し

て
想

起

し

て

い
る
・

す

な

わ

ち

、

個

人

の
目

的

や

、
全

貝

で
あ

れ
多

数

人

で
あ

れ

、

ま

た
個

人

と
り

わ

け

例

え

ば
支

配

者

で
あ

れ
、

そ

の
利
益

の
た

め

に
も

っ

ぱ

ら

か

つ
直

接

に
措

定

さ

れ

て

い
る

人

間

の
結

合

と

し

て

で

は

な

く

、

公

共

団

体

(O
Φ
ヨ
①
貯
≦
Φ

。。窪

)

と

し

て
、

つ
ま

り

個

人

に
超

越

し

、

支

配
者

や

臣

民

の
個

人

的

利

益

の

た

ん

な

る

総

和

を

な

す

目

的

に

で
は

な

く

、

何

よ

り

も

…

…

よ

り

高

次

の

一
般

的

な

全

体

利

益

(。
①
ー

昆

轟

塁

を
な
す
目
的

に
奉

仕
す

る
造
営
物

(霞

豊

と
し
て

で
あ

る
・
」

と
言

明
し

て

転
嬉

ア

ル
ブ

レ
ヒ
ト

の
国

家

(目
的
)
観

は
、
個

人
的

利
益

に
超

越
し
、
そ
れ

と
は
異
質

で
よ
り
高

次

の
何

ら
か
普

遍
的
な
利
益

が
存
在
す

る
も

の
と
観
念

す
る
公
益
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理
解

と

一
体

を

な

し

て

お
り

、

こ
う

し

た

"
国

家

公
益

"

観

が
論

争

当

時

の
ド
イ

ツ
に
お

い
て
な

お
古
典

的

か

つ
通

説

的

な

見

方

で
あ

っ

た
と

い
え

る
。

㈲

こ

こ

で
、

具

体

的

な

公
益

論

争

の
内

容

に
立

ち

入

る
前

に
、

一
八

八

〇

年

代

以
前

の
ド
イ

ツ
に

お
け

る
政
治

.
社

会

状

況

に

つ
い

て

ご
く

簡

単

に
触

れ

て

お
く

こ
と

と

し

た

い
。

一
八

四

八

年

の
ド
イ

ツ
三

月

革

命

の
挫

折

の
後

、

プ

ロ
イ

セ

ン
で
は
、

立
憲

君
主

制

の
プ

ロ
イ

セ

ン
憲

法

の
も

と
五

〇

年

代

の
政

治

的

反

動

期

を

経

て
、

六

〇
年

代

に

は
、

産

業

革

命

の
進

行

と

と
も

に
、

自
由

主

義

の

「
新

時

代

」

を

迎

え

た
。

こ
う

し

た
自

由
主

義

的

気

運

の
高

ま
り

の
中

で
、
プ

ロ
イ

セ

ン
を
中

心

と

し

た
国

家

統

一
の
政

策

が
進

め

ら

れ

、

七

一
年

に
ド

イ

ツ
帝
国

が
建

設

さ

れ

た
。

し

か
し

、

長
び
森

済
恐
慌
の
中
で
、
七
・
年
代
末

宰
相
ビ
ス
マ
ル
ク
は
、
新
た
な
体
制
維
持
の
た
め
灘

勢
力
の
結
集
に
向
け
て
鼻

貝
易
政

策

か

ら
保

護

関

税

政
策

へ
転

換

し

、

こ

こ

に
ド

イ

ツ

の
自

由
主

義

は
大

き

く

衰

退

す

る

こ
と

と

な

る

。

こ
う

し

た
時

代

的

推

移

の
中

で
、

ド

イ

ツ
諸

ラ

ン
ト

に
お

い
て

は
、

六

〇
年

代

以

降
、

自

由
主

義

的

法

治

国

思

想

を
背

景

と
し

て
近

代

的

な
行

政

裁

判

所

制

度

の
創

設

が
進

行

し

つ

つ
あ

っ
た

。

バ
ー

デ

ン

(六
三
年
)
を

噛

矢

と

し

て
、

七

〇

年

代

に

は
プ

ロ
イ

セ

ン
、

ヘ

ッ
セ

ン
、

ヴ

ュ

ル
テ

ン
ベ

ル
ク

、

バ
イ

エ
ル

ン
で
行

政

裁

判

所

が
設

立

さ

れ

て

い
る
。

(20)

(
1
)

行

政
法
学

の
立
場

か
ら
行
政
上

の

「
公
益
」
概
念

の
原

理
的
問
題

に
注
目

し
た
数
少
な

い
論
稿
と
し

て
、

戦
前
期

に
渡
辺
宗
太
郎

馴
公
益

の
本
質
」
公

法
雑

誌

一
巻

一
号

(
一
九
三
五
年
)

が
あ
り
、
戦
後
で
は
遠
藤
博
也

「行
政

過
程
に
お
け

る
公
共

の
福
祉
」

ジ

ュ
リ

ス
ト

一
九
七
〇
年
四
月

一
日
号
、
晴

山

一
穂

「
田
中
行
政
法
学

に
お
け

る

『
公
共

の
福
祉
』
概
念
」
福
島

大
学
商
学
論

集
五
五
巻

四
号

(
一
九
八

七
年
)
、
宮
崎
良
夫

「
公
益
判
断
、
そ

の
主

体
、
法
的
統
制
を
め
ぐ
る
問
題
」
室
井
力

ほ
か
編

『
現
代
国
家

の
公
共
性
分
析
』

(
日
本
評
論
社
、

]
九
九
〇
年
)
、
同

「行

政
法

に
お
け

る
公
益
」
公
法

研
究
五

四
号

(
一
九
九
二
年
)
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な

お
、
安
達

「
行
政
法

に
お
け
る

『
公
益
保
護
』

理
論

の
再
検
討
-

戦
前

日
本

の
学
説
を
め
ぐ

っ

て
」
雄

川

一
郎
先
生
献
呈
論
集

『
行
政
法

の
諸

問
題

(上
)
』

(有
斐

閣
、

一
九
九
〇
年
)
参
照
。
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(
2
)

現
代

ド
イ

ッ
行

政
法

に
お
け

る

「
公
益
」
学
説

の
動
向

に

つ
い
て
は
、
安

達

茜

ド
イ

ッ
行
政
法

に
お
け

る

『
公
益
』
論
研
究
序
説

(上

.
下
)
盲

治
研
究
五
九
巻
九
ロ万
八
九
頁
以
下
、
同

一
二
号

一
一
〇
頁
以
下

(
一
九

八
三
年
)
を
参

照
。

(3
)

巽

村揖

Φ
『
豆

①
門
①
7
『Φ
<
。
戸

・馨

邑

。
蚕

ぎ
樽
①
「
①
羅

竃

Φ
「
<
①
壽

ぎ

ぴ-
。・
曇

薯

羅

尋

鼻

u
一罎

雲

。
二

ω
毬

貿

》
鐸

な

お
、
角
松
生
史

「
土
地
収
用
手
続
に
お
け
る

『公
蓮

の
観
念
⊥

八
七
四
年
プ

・
イ
セ
ン
土
地
収
用
法
を
素
材
と
し
て
」
社
会
科
学
研
究
四
八
巻
三
号

(
一
九
九
六
年
)

}
四
七
頁
以
下
参
照
。

(4
)

。
イ
よ

ル
ー

ノ
イ

マ
ン
論
争
の
存
在
に
関
し
て
は
、
塩
野
宏

茅

r

i

マ
イ
ヤ
岩

政
法
学

の
構
造
』

宥

斐
問

充

六
二
年
)
二
六
四

-

二
六
五
頁

で
簡
潔

に
紹
介

さ
れ
て

い
る
。

(
5
)

周

〉
】σ
門
Φ
6
拝

幻
Φ
N
①
コ
・・
凶8

量

爵

蚤

σ
醇

Φ
噌
・・
。
暮

曇

N
鼠

婁

①
爵

Φ
鼠

霧

量

ω
塁

.・
曇

什ω
暮

侍言

ω。
7
£

Φ
葺

件①

〉
コ
N
Φ
貫
Φ
瓢
葛

・.
刈
注

姫

ω
ω
』

Φ
}
山
蒔
㊤
・。
な

お
、
栗
城
壽
夫

『
冗

世
紀

ド
イ

ツ
憲
法
理
論

の
研
究
』

(信

山
社
、

充

九
七
年
;

孟

七
・
三
五
九

頁
は
、

こ
れ
を

「
自
己
目
的
と
し

て
の
国
家

」
思
想

と
し

て
い
る
。

(6
)

木
谷
勤

.
望
田
幸
男
編
葦

ド
イ
ッ
近
代
豊

(ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
書
房
、

冗

九
二
年
西

三
⊥

ハ
貢

、
木
谷
勤

下

イ

ツ
第
二
帝
製

研
窪

(青
木

書
店
、

一
九
七
七
年
)

一
八

四
-
二

八
六
頁
参
照
。

ロ
イ
ト
ボ
ル
ト
の

「
公
益
」
論

ド

イ

ツ
行

政

法

学

に

お

い

て

、

「
公

益

」

概

念

を

初

め

て
本

格

的

に

と

り

上

げ

た

の

は

C

・
E

・
ロ
イ

ト

ホ

ル

ト

(○
.
M胃

ピ
Φ
¢
叶ゴ
O
】鳥
)

で
あ

る
と

み
ら
れ

る
.

・
イ
よ

ル
な

、
「
行
政
法

に
お
け

る
公
益
と

公
的
訴
訟
」

と
題
す

る

天

入

四
年

の
歎

で
・
私
益

に
対
す

る
公
益

の
優
位

な

い
し
私
法

に
対
す

る
公
法

の
優

越
を
認

め
る
在
来

の
見
解
を
批

判
し

つ
つ
、

「
公
益
」

の
意
義

に

つ
い
て
論
じ
・

こ
れ

を
前
提

と
し

て
私
法

に
対
す

る
公
法

の
領
域

(し
た
が

.
て
ま
た
行
政
裁
判
所

の
権
限
)
を
画
定
し

よ
う

と
し

て
い
る
.

以
下
・

そ

の
論

述

の
順
序

と
は
必
ず
し
も

一
致
し
な

い
が
、
本

稿

の
問
題
関
心

に
そ
く
し

て
論
旨
を
整
理
し
な
が
ら
、

ロ
イ
ト
ホ

ル
ト

の

「
公
益
」
理
解
・

ま
た
そ

の
行

政
法
上

の
位

置
づ
け
を
め
ぐ

っ
て
論

じ
ら

れ
る
公
法

と
私
法

の
区
別

、
行
政
法

の
意
義
、
行
政

の
裁
判
的
統
制

の
必
要
性

に

21
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関

す

る
主

張

を

見

て

い
く

こ

と

に
し

た

い
。
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8

「
公

益

」

概
念

と

そ

の
内

容

1

「地
域
的

共
通
生
活

利
益

」
説

ロ
イ

ト

ホ

ル
ト

は
・

「
公

益

(α
噛{Φ
ゴ昏
一一6
7
Φ
ω

一鵠
辞Φ
hΦ
ωωΦ
)
」

概

念

の
意

味

内

容

を

明

ら

か

に

す

る

た

め

に
、

こ

の
語

を

ま

ず

「
利

益

(一ゴ得
Φ
「Φ
ωoQΦ
)
」

と

「
公

的

(α
ヰ
。
コ
島
9

)
」

に
分

け

て
そ

れ

ぞ

れ

の
意

味

を

文

理

的

に
捉

え

直

し

た
後

、

酬
公

益

」

に

つ

い
て
、

最

終

的

に

次

の
よ
う
な
概
窺

定

に
到
達

し
た
.
す

な

わ
ち
公
益

華

擾

的

に
結

び

つ
い
た
共

に
生

き
る
姦

の
論

(。
凶コ
.

芽

げ
.、
.
7
一

円習

巨

一魯

く
①
「げ
巷

鳥
Φ器

が
σ
Φ
δ
餌
ヨ
ヨ
①巳

Φ
σ
Φ
a

2

ζ
窪

。。∩
げ
Φ
巳

」
全

体

の

「
平

均

的

利

益

θ
霞
。
房

会
三
叶鼠

コ
叶Φ『
①ω
ωΦ
)
」

に

ほ

か
な

ら

な

い
・

本

稿

で
は
、

こ

の
理
解

を

、

後

述

す

る
そ

の
実

体

内

容

に
そ

く

し

て

「
地

域

的

共

通

生

活

利

益

」
説

と
称

す

る

こ
と

に
し

た

い
。

こ

の
定

義

づ

け

の
根

拠

お

よ

び

内
容

に

つ
い
て
、

ロ
イ

ト

ホ

ル
ト

は
右

の
概
念

要

素

に
し

た

が

っ
て
以

下

の
よ
う

に
論

じ

て

い
る
。

D

ま

ず

・

お

よ

そ

「
利

益

」

の
主

体

は
、

そ

こ

で
利

益

と

法

の

一
部

門

と

の
関

係

に

つ
い

て

の
追

究

が

問

題

と

な

っ
て

い

る

か

ぎ

㌦

人
間
自
量

な

い
し
そ
れ
と
同
視
さ
れ
る
法
人
)
募

琴

「
公
的
」
と

い
う
語

の
箋

は
、
荷

人

に
と

っ
て
も
近

づ
き
う

る

(葬

冨

血
Φ
「
ヨ
9。
目

N
¢
σq
警

ぴq
一一魯

)
」
、

「
何

人

に

も

関

わ

る

(甘

匹
臼

ヨ
。・
暮

磐

αq
Φ
冨

巳

)
」

と

い
う

こ

と

で

あ

る

が

、

「
何

人

も

の

利

益

」

と

い
う

場

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

合

の

「
何

人

」

と

は
、

実

質

的

に

は
、

わ

ら

か

む

ん

陽

の
全

体

よ

り

狭

く
、

「
地

域

的

に
結

び

つ

い
た

共

に

生

き

る
多

数

の
人
間

」

で
あ

る

と

考

え

ら

れ

る
。

「
ま

さ

に
地
域

的

絆

(匹
錺

『
弩

巨

凶筈

Φ
¢d
摯。
巳

)

が

こ

の
際

に
顕

著

な
意

義

を

も

つ
と

い
う

こ
と

は
、

当

該

関

係

の
性

質

に
そ

く

し

て

い
る
。

何

故

な
ら

、

人

間

は

そ

の
身

体

的

性

質

上

、

地
域

範

囲

内

に
あ

り

、

か

つ
当
該

地
域

に

お

い
て
活
動

す

る

こ
と

に

な

る

の
で
・

そ

の
利

益

は
、

そ

れ

ら

が

そ

の
身

体
的

性
質

に
基

づ

い
て

い
る

か
ぎ

り
、

必

然

的

に
当

該

地

域

へ
の
関

係

に
よ

っ
て

も

ま

た

(
5

)

規
定

さ

れ

る

か

ら

で
あ

る
。
」
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か
く
し

て
、
「
公
益
」

と
呼

べ
る
利
益
関

係

は
地
域
的
基
礎

に
も
と

つ
く
利
益

共
同
体

に
お

い
て
現

わ
れ
る
も

の
で
あ

り
・

そ
れ
は
・

ま

ず

も

っ
て
地

域

共

同

体

(O
.
叶.伽q

Φ
ヨ
①
町
ω。
訂

笹

を

構

成

す

る
近

隣
住

民

(O
憎房
ロ
碧

ぎ

碧
こ

の
段
階

か
ら

始

ま

る
。

「国

家

市

町
村

(O
①
ヨ
Φ
圃轟
α
Φ
)
等
も
ま

た
公
的
制
度

(α
h暁Φ
昆

讐

曇

雲

・
コ
豊

で
あ
る
.
と

い
う

の
は
、
そ
れ
ら

は
そ

の
構
成
員

の
地
域
的
共
同
体

張

つ
く
も

の
で
あ

ワ
、
し
か
も
ま
さ

に

こ
れ

ら

の
団
体

は
、
最
も
霧

な
公
益

の
羅

と
実
現

に
あ

た
る
も

の
と

み
ら

れ

る
か
ら

で

あ

る

。
」

②

次

に
、
公
益
主

体

の
右

の
よ
・つ
な
捉
え
方

か
ら
、
「
多
数

人

の
共
通

利
糞

σ-
Φ
曇

.・§

Φ
.・
圃暴

Φ
ω
ωΦ
)

の
す

べ
て
が
公
益

な

の

で
は
な

い
.

そ

の
地
鵠

鋲

同
生
活

(α
・芽

げ
①

・。
N
環
.
餌
∋
量

①
び
豊

へ
の
膿

を
欠
易

数

の
利
害
関
係

人
に
北
ハ通

の
利

益

は
、
む
し

ろ
公
益

の
性
格
を
も
た
な

い
.
」
例
え
ば
、
破

産
債
権
者

の
共
通
利

益
、
同
業

組
合

の
共
通

の
営
業
利
益

、
全

埜

の
共
通
利
益
・

政
党

の
代
表
す

る
共
通
利
益

は
、
概
念
上
、

歪

地
域

(穿

舞

び
芭

の
あ
ら
ゆ
る
利
害
関
係

人
を
包
括

せ
ず
・
ま
た
は
関
与

せ
し

め
る
も

の
で
な

い
と

い
、つ
理
由

で
、

;

の
共
通
利

益
な

い
し
全
体

利
益

(Ω
§

ヨ
言

暴

Φ
塁

で
は
あ

る

が
、
公
益

で
は
な

い
・

こ
れ
に
対

し

て
多

数

人

膣

体

利

益

の

;

で
も

あ

る

「
公

益
」

の
内

容

は
、
地

域

的

共

同

生

活

関

係

に

も

と

マ

共

通

の
生

活

利

益

(い
Φ
ぴ
Φ
屋

剛コ
8
話
ω
。。
Φ
コ
)

と

し

て
性

格

づ

け

ら

れ

る

こ

と

に

な

る

。

㈹

さ

ら

に
個

人
利

益

と

の
関

係

か
ら

み

る

と
、
「
あ

ら

ゆ

る

公

益

は

地
域

的

に
結

び

つ

い
た
人

々
の
多

数

の
個

人

利

糞

穿

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

鳶
骨

樽.
..
。。..
嵩
)
か
ら
成

る
。
当
該
団
体

に
属
す

る
個

々
人

の
利
益

と
完
全

に
異
な

か

い
か
を
む
公
益

(ま
し
て
や
全
体
利
益
)
か
存
窃
レ

な

い
.

こ
の
観
点

は
、
個

人
お
よ

び
そ

の
目

標

と
全

人
間
お

よ

び
そ

の
目
的
追

求

と

の

一
致
な
ら

び
に
あ

ら
ゆ

る
利
益

の
究
極

的
調

和

(匹
一Φ
・。
6
7
甥
Φ
ゆ
眠
。
げ
Φ
=
鋤
『
鋸

Φ
餌
=
Φ
.
剛
部
叶
①
『
⑦
・。ω
Φ
ロ
)
、

つ
ま

り

は

馨

的

実

現

を

超

越

し

た

崇

高

な

人

間

精

神

の
思

想

を

論

ず

姦

多

あ

考

察

の
中

に
示

さ
れ

て

い
る
。
」

し

た

が

っ
て
、

公

益

と

個

人

の
利

益

と

は
、

そ

れ
自

体

決

し

て
対

立
す

る
も

の
で
な

く
、

公

益

と

も

っ
ぱ

ら

対

立
す

る

の
は
・

む
し

ろ
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当

該

地

域

の
住

民

の

共

通

利

益

と

異

な

り
、

ま

た

は

直

接

に

こ
れ

と

対

立

す

る

人

も

し

慮

人

々
の

蒋

別

利

益

(ω
・
コ
飢
.
.
一コ
叶.
..
.
,

.日Φ
)
L

で
あ

る
・

「
公
益

と
全

体

の
利

芒

ぎ
け①
『
馨

量

。
Φ
讐

貯

藝

)

と

の

一
致
を

強

調

す

る
契

機

が
よ

り
ぞ

存

在

す

れ
ば

す

る
ほ

ど
・
国
家
目
的

は
個
人
利

益

の
た
ん
な

る
総
和

で
は
決
し

て
な
ー
、

よ
り
高

次

の

一
般
的

な
全
体
利
益

で
あ

る
と

い
う

し
ば
し
ば
、王
張
さ

れ
て

い
る
勧

は
・

正
当

と
は
看
な

さ
れ
え
な

い
.
あ
ら

ゆ
る
国
家

は
、

む
し
ろ
、
そ

の
住
民

の
全

体
ま
た
は
決
定
的
な
多
数

が
共
通
利

益
と
し
て
承
認
す

る
目
的

に

の
み
奉
仕
す

べ
手

定
さ

れ
・つ
る
.

そ
れ
故
、

殻

に
最
も
重
要
な
個
人
利
益

を
保
障
す

る

こ
と
が
、
ま
さ

(
11

)

に
最
も
高
次

の
公
益

の
対
象

で
あ

る
と

み
ら
れ
る
。
」

も

っ
と
も
・
個

人

の
利
益

の
全

体

は
他
者

の
利
益
と
原
則
的

に

一
致
す
る

と
し

て
も
、
他
方

で
、
個
人

の
個

々
の
利
益

と
他
者

の
利
益

と
が
重

要

な
面

で
相

異
な

る

と

い
う

こ
と
は
、

人

々
の
生

活
関
係

の
性

篁

あ

り
う

る

こ
と

で
あ

る
.
そ
れ

故
、

一
つ
の
社
会

団
体

(。
①
ω費

藝

ω<
Φ
琶

伍
三

も
と

で
多

数
人

の
利
益

と
少
数

人

の
利
益

と
が

一
致

し
三

と

い
、つ
可
能

性

礎

し

か

に
存
在
す

る
.

か

ー

し

て
・

「
当

該

利

益

が

是

地

域

に
属

す

る

者

全

体

の

平

均

的

利

益

(一)
口
「
6
げ
ω
O
げ
コ
一梓梓
ω
凶『昏
①
円
Φ
ω
ω
Φ
)

で

あ

る

こ

と

」

が

、

公

益

概

念

の
要

件

と

な

る
。

そ

こ
で
例

え

ば
・
身

分

(。
Φぴ
葺

誓

邑

、
職
業
、

信
仰

等

の
共
通

性

に
も

と

づ
≦

定

の
住

民
階
層

の
利

益

(階
層
利
益

お

餌
.
,

ω
Φ三
口
8
話
ω
ωΦ
)
は
・

「
当
該

住
民
階
層

の
禍
福

が
地
域

の
住
民
全
体

(な

い
し
、

少
な
く

と
も
そ

の
平
均
)

に
と

っ
て
重

要

で
あ

る
場
合

に

σ
み
・

公
益

と
み
ら
れ
る
・
当

該
住

民
階
層

が

(数
、
財
産
そ
の
他

の
特
性
に
よ
り
)
全
住

民

の
相
当

ま

た
は
重

要

な
部
分

を
代
表
す

る
・
あ

る

い
は
反
対

に
・
妨
害
的

・
加
害
的
な

い
し
負
担
的
方
法

で
そ

の
他

の
住
民

の
幸
福

に
干

渉
す
る
と

い

っ
た
場

合

が
、

こ
の
よ
う

な
場
合

で
あ
ー

つ
る
.
前
者

で
は
、
当
該
階
層

の
福
祉
を

鍵

す

鍵

と
が
全
体

の
利
益

で
あ
り
、
後
者

で
は
、
当
該
階
層

に
か
か
わ
る

公
益

は
、
当
然

に
後
者

の
固
有

の
利

益
と
全

く
対
立
す

る
方
向

へ
動
く
。
」

ω

ま
た
・

個
人
利
益

に

つ
い
て
は
、
当
該
利
害
関

係
人

が
そ

の
自
然
的
袋

者
と
な
る

の
に
対

し

て
、
「
公
益

(な

い
と

般

に
多
数
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人
に
共
通
の
あ
ら
ゆ
る
利
益
)
は
、
当
該
利

益

が
排
他
的

に
体
現
す

る
統

一
的

な
人
間
的

人
格

が
存
在

し
な

い
た
め
に
、
そ
れ
自
体

と
し

て
人
工
的
袋

(評
口
鵠
.曇

①
<
Φ
塁

遷

を
必
要

と
す

る
.
公
益

と

い
う

概
念

の
中

に
す

で
に
、

ま
さ

に
公
益

が
そ

の
平
均
的

利
益

か
ら
成

る
と

こ
ろ

の
個
人
利
益

を
内
在
す
る

}
定

の
地
域
的
範
囲

に

つ
い
て
公
益

が

つ
ね
に
考
慮

さ
れ

る
、
と

い
う

こ
と
が
含
ま
れ
て

い

概
(藁
訴

繍
.縁
縁
鍛

纏
鍵
緯
確
牲
∫耀
騨
餅
謡

編
㌦
蕪

脇

自
ら
を
境
界

づ
け
、
対
内
的
に
は
確
固
た
る
組
織

と
代
表

を
も

つ
利
益
共

同
体

の
最
も
重
要
な
も

の
と
し

て
、
市

町
村

は
住
居
地

の
共
通

性

に
基
づ

い
て
、
国

家
は
　　ロ
語

の
共
通
性

に
基

づ

い
て
、

そ

の
文
化
的
任
務

の
実
現

の
た
め
の
民
族

(<
。
量

の
組
織
と
し

て
形
成
さ

れ

て
き
た
。

「
ま
さ

に
こ
れ
ら

の
利

益
共
同
体

は
、
法

の
助
け
を
も

っ
て
す

る
利
益
保

護

の
任
務

が
概
し

て
与

え
ら
れ

た
と

こ
ろ

の
も

の
で

慧

敏

籔

嘘

影

蒲

雛

課

硯
戯
蟻

勝

と
り
わ
け
一地
域
の
総
て

ま
た
は
ほ
と
ん
ど
総
て
の
住
民
か

か
く
し
て
、

一
つ
の
統

一
的
内
容
を
も

つ
公
益

が
存

在
す

る

の
で
は
な

く
、

「
む
し

ろ
、
個
人
利

益

と
同
様

に
、
部

分
的

に
は
相
互

に

矛
盾
す

る
多
種

.
多
様
な
多

数

の
公
益

が
存
在
す

る

の
で
あ
る
。

そ

の
多
様
性

は
種

々
の
原
因

に
基

づ
き

う

る
し
・
と
り
わ
け
範
囲

.
内

澄

潤

糧

々
の
方
向
に
動
き
つ
る
.
国
際
法
上
の
団
体
か
ら
最
も
近
密
な
地
域
共
同
体
に
至
る
ま
で
、
本

躍

詠

蕎

体
雰

益

が

存
在

す

る

。

…

…

下
位

の
公

共

団

体

((甲
Φ
b
PΦ
執口
～<
Φ
ω
Φ『})
は

、

た

ん

に
そ

の

つ
ど

の
固
有

の
狭

い
利

益

の
担

い
手

な

の
で

は

な

く
・

上

位

の
公

共

団

体

と

と
も

に
、

そ

の
固
有

範

囲

に

つ
い

て
問

題

と

な

る
よ

り

一
般

的

な

利

益

を

も

担

い
か

つ
支

え

、

か

く
し

て
、

地
域

的

鞭

難

肪
難

簸

彩

艘

妊
鷺

棚
讐

位
の
包
括
的
な
公
共
団
体
よ
り
大
き
な
利
益
の
た
め
に
活
動
す

⑤

な
お
、

い
わ
ゆ
る
国
庫
利
益

(翁

曇

野

6
琶

量

Φ
塁

は
、
「
し
ば
し
ば
、
社
会

に
組
織
さ
れ

た
者
全
体

の
直
接
的
利
益

の
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み
を
含

む
べ
き
本
来
的
な
公
益
と
対
置
さ
れ
る

の
を
常

と
す

る
」
が
、

公
共

「
施

設

の
設
置

.
維
持

へ
の
利
益

は
そ

の
保
持

に
不

可
欠
な

資
金

の
調
達

へ
の
利
益
を
含

ん
で

い
る
の
で
、
国
家
国
庫
的
、
市

町
村
国
庫

的
等

の
利
益

を
も
同
様

に
公
益
と
し

て
取

り
扱
、つ
こ
と
が
、

よ
り
正
当
と

み
ら
れ
る
・

公
共
団
体

に
属
す

る
者

が
納
税
者

と
し

て
す

で
に
身

近
な
利
益

を
も

つ
、

公
共
団
体

の
私
経
済
的
歳
入

へ
の
利

(
17

)

益

も

こ
れ

に
含

ま

れ

る

。
」

2

国
家
的
承
認

の
要
否

以

上

の
よ
う

な

実
体

的

概
念

内

容

を

も

つ

「
公

益

」

の
存

否

に

つ
き

、

何

ら

か

の
国

家
的

承

認

の
手

続

を

要

す

る
か

否

か

に
関

し

て
、

ロ
イ

ト

ホ

ル
ト

は
、

次

の
よ
う

に

述

べ
て

こ
れ

を
否

定

す

る
。

「
当

該

利

益

が

『国

家

に
よ

っ
て

承

認

(黛。
器

蒔

Φ
唇

①
コ
)

さ

れ
』

て

い
る
場

合

に

の

み
、

公

益

概

念

が

担

保

さ

れ

た

も

の
と
看

な

す

こ

と

は
不

当

で
あ

ろ
う

・

む

し

ろ
公

益

は
、

当

該

地

域

の

『
社

会

(O
Φ
ωΦ
一一。。
。ぎ

{¢
』

が

こ
れ

を

保

護

し

て

い
る
場

合

に
、

す

で

に

存

在
す

る
・

新

た

に
発

生

し

、

ま

た

は

し

だ

い
に
強

く

発

展

し

て

き

た

公

益

を

適

時

に
適

切

な

方

法

で
受

容

(虫・
コ
目
①げ
日
Φ口
)
す

る

こ
と

は
、

当

然

に
公
権
力

の
事
項

で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
.

し
か
し
、

公
権
力

が

.」
れ
を
解
怠
す

る
場
A
朕

ま

た
は
公
権
力

藤

く
存
奪

ず
、

か
く

し

て
組
織
を
欠

く
利
益
領
域

が
問
題

と
な

る
場
合

で
す
ら
、
当
該
利

益

の
公
益

と
し
て

の
存
在

は
否
定
さ
れ
え
な

い
。
」

さ
て
・

こ
う

し

て
多
数

人

の

「
地
域
的
共
通
生
活
利
益
」

と
し

て
観
念
さ
れ

る

ロ
イ
ト

ホ

ル
ト

の

「
公
益
」
理
解
が
、
そ

の
行
政
法
学

の
理
論
構
成

に
ど
の
よ
う

に
反
映
し
、

そ

の

「
公
益
」
概
念
自
体

に
行
政
法
上

い
か
な

る
位
置
づ
け
が
与
え
ら

れ
る
か
、

が
ま
さ

に
こ
こ

で
問
題

と
な
る
・

ロ
イ
ト

ホ

ル
ト
は

こ
れ
を
、
主

と
し

て
公
法

と
私
法

の
区

別
、
行

政
法

と
行

政
裁
判

の
意
義

を
め
ぐ

っ
て
論

じ

て
お

り
、
以
下
、
項
を
改

め
て

み
て

い
く

こ
と
に
す

る
。

(26)

(
1
)

o
』

'
い
Φ
三
げ
。
一鼻

9

{Φ
巳

一。
冨

ω
H幕

「
①
。。
ω
雲

民

良

①
鵠
二
凶9

Φ
δ

餌
αq
①
ぎ

く
Φ
「壽

犀
仁
轟

ω
噌
Φ
受

ρ

霞

喜

。。
》
コ
コ
鋤
げ
コ
飢
Φ
ω
u
①
二
一ω6
ゴ
Φ
コ

閑
①
喜

ω
・
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(
10
)

(11
)

(12
)

(
13
)

(
14
)

辱

畑
.
ω
・.
年

。
イ
ト

ホ

ル
ト

は
、
こ
の
論
文
を
も

っ
て
公
権
論
と
行
政
裁
判
所
製

(行
政
庁

の
訴

訟
強
制
)
論

の
首
唱
者

の

天

と
し

て
智

れ

て
い
る
か
、
本
稿

で
は
そ

の
詳
細
な
紹
介

は
省
略
す
る
.
参

照
、
雷

宙
靖

『
公
権
力

の
行
使

と
私
的
権

利
主

張
』

(有
斐

閣

一
九
七
八
年
)
七
七
i

七

八

、

一
〇

六
-ー

一
〇

九

、

一
三

四

頁

な

ど
。

(
2

)

い
窪

巨

ρ

騨

鋤
.
P

ω
.
ω
b。
㊤
.

(
3

)

い
窪

ず
。
昼

鋤
.
帥
b

`

ω
.
ω
ω
ω
.

(
4

)

訂

鳳
曄

。
峯

穿

鋤
●
ρ

ω
.
認

ω
・

(5
)

い
Φ
¢
9
。
貫

鋤
・
餌
・
ρ

・
・。
き

・
(傍

占
{は
竪

畢

、
以
下
同
じ
.
)

な
お
、
引

用
部

分

で
は
、
§

葺

葛

§

の
語
を

「
幾

(的
)
」

と
訳
し

て

い
る
が
、
同
様

の
警

日
で
他

の
箇
所

で
は

豊

8
量

α
「什
算

曇

豪

葺

婁

①
さ

奪

の
語
も
使
わ

れ
て

い
る
・

そ
れ

ぞ
れ
に
対
応
す
る
的

確
な

日
本
語
訳
を
見
出
し
難

い
こ
と
か
ら
、
本
稿

で
は
、

こ
れ
ら

に
つ
い
て
も
強

い
て
訳
し
分
け

る

こ
と
を
せ
ず
、
広

い
意

味

で

苑

域

(的
と

の
語

を
当

て
、
適
宜
原
語
を
示
す

こ
と
と
す
る
。

(
6

)

い
Φ
・
昏

&

、
卸
』

"
P

ω
唱
ω
ω
財

(
7

)

国
げ
Φ
a

四
.

(
8

)

冨

葺

げ
O
置

噂
帥
・
塑
.
O
こ

Qり
申
ω
ω
ρ

(9
)

ピ
Φ
=
g
。
算

鋤
・
勉
・
ρ

ω
・
ω
ω
ぎ

ズ

ホ

窄

は
こ
こ
で
、
法
思
想

告

学
、
イ
ギ

リ
量

に
関
す

る
文
献

と
し

て
次

の
も

の
を
注
記

し
て

い
る
・
①

哨
Φ
憎-q
¢
ω
。
ロ
σ
①
売

m
§

Φ
『
菊

Φ
。
拝

ω
酢
鋤
き

尾

・
鼻

N
・
〉
昼

ω
・
①
♪

②

§

震

塁

∪
更

浄
薯

萎

。
§

§

。q
』

圃
刈
層
ω
塁

③

い
勉
ヨ
Φ
§

慾

コ
彗

∩
げ
Φ
≦

】Φ
コ

・ゆ
暁国
①
厳
Φ
蜜

勢

酢
導

①
6
琴

ゴ
Φ
N
ー

ぎ

¢
轟

ぎ

§

&

ω
践

首

。・
・
一
。
9

④

葺

摯・
葺

智

ω
透

Φ
ヨ

血
Φ
『
①
噌
≦
。
『訂

§

幻
Φ
。
鐸
⑦

・
N
』

四
コ
舞

〉
に
ε

・.
・.
ρ

ω
婁

⑤

宥

げ
・
。。
皇

①
(劣

琶

埴
雪

三
6
幕

蜀

量

蟹

。
三

コ
国
唇

旦

一
.
。q
m
口
ζ

睾

ζ

》

¢
葺

・.
・.
毎

篁

こ
れ

は
英
瓢
m
原
典

の
ド
イ

ツ
語
馨

で
あ
る
.
)

た
だ

し
、
①

と
③

に

つ
い
て
は
参
照
し

え
な
か

っ
た
・

ロ

イ

ト

ホ

ル

ト

は

、

こ

の

箇

所

の

注

で

、

い
Φ
蠕
け
7
0
一斜

四
骨
Ω9
.
O

・"
ω
願
ω
もQ
幽
・

[
①
二
什
げ
O
一鼻

即

勲

O

」

oり
■
ω
ω
φ
.

い
①
ロ
傅
げ
O
剛負

鎚
・
螢
.
O

こ

ψ

ω
もQ
N

ピ
①
¢
叶
げ
O
一F

gΩ
.
穿

O

■矯
ω
ψ

ω
ω
刈
ー
ω
ω
Q◎
.

ア

ル
ブ

レ

ヒ
ト

の
名

を

挙

げ

て

い
る
。
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口

公
法

・
私
法

の
区
別

に
関

す
る
主
体
説

1

利
益
説
の
否
定

公
益
と
私
益

の
対
立
を
前
提

と
し
て
、

公
法

の
本
質

を
公
益
保
護
、
私
法

の
本
質
を
私
益

保
護
と

み
る
公
法

と
私
法

の
区

別

に
関
す

る

い
わ
ゆ
る
利
益
説

は
・
そ

の
際
、
私
益

に
対
す

る
公
益

の
優
位

を
認

め
る
か
ぎ
り
、
「
私
法

は
公
益

に
譲
歩

し
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
」
と

い
う

命

題

を

立

て

る

こ
と

に

よ

っ
て
、

私

法

に
対

す

る
公

法

の
緩

を

語

っ
て

い
る

こ
と

に
な

る
.

こ
れ

に
対

し

て

。
イ
ト

ホ

ル
ト

は
、

自
身

の

「
公
益
」
理
解

に
基

づ
き
、
次

の
点

を
挙
げ

て
在
来

の
利
益
説
を
厳
し
く
否
認
す
る
。

D

ま
ず

。
イ
ト

ホ

ル
ト

に
お
け

る

「
公
善

概
念

の
理
解

に
よ
れ
ば
、
前
述

の
と
お
り
、

公
益
と
個
人
利
益

と
は
決
定
的

に
対

立
す

る
も

の
で
な
文

究
極
的

に
は

一
致
す

べ
き
も

の
で
あ

る
か
ら
、
公
益

と
私
益

の
絶
対
的
区
別

と
両
者

に
お
け
る
公
益

の
優
位

集

。
定
さ

れ
ざ
る
を
え
な

い
・
し

た
が

っ
て
、

こ
の
か
ぎ
り
で
、
利
益
説

は
す

で

に
根
本
的

.
原
理
的

に
妥
当

し
え
な

い
も

の
と
な
る
.

②

具
体
的
な
法
関
係
を

め
ぐ

っ
て
は
、
次

の
諸
点

が
指
摘

さ
れ

る
。

、

(19
)

①

「
私
法
規
範

も
ま
た
・

ま
ず
も

っ
て
法
を
客

観
的
面

か
ら
見

る
な

ら
ば
、

公
益

の
た
め

に
発

せ
ら
れ

る
.
」
あ

ら
ゆ
る
法
律

は
、

私
法
関
係

を
対
象

と
す

る
も

の
で
あ
れ
公
法
関
係

を
対
象

と
す

る
も

の
で
あ

れ
、
全
体

の
福
祉
を

め
ざ
す
も

の
で
あ
り
、
個

々
の
具
体
的

法
関
係

の
目
的
物
が
個

人
に
属
す

る
か
共
同
体

の
利
害
関
係
人

に
属

す
る

か
は
、
法
律

の
目
的

の

一
般
性
を
何

ら
変
更
す

る
も

の
で
は
な
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い
。

個

々
の
私
権

に

つ
い
て
見

て
も
、
例

え
ば
、

ひ
と
た
び
締
結

さ
れ
た
売
買
契
約

が
遵
守
さ
れ

る
こ

と

は
全

体
に
と

っ
て
の
利

益

で
あ

の
、
置

接
に
法
規
範
に
基
ぞ

鱒

亨

、
そ
の
成
立
に
私
法
的
葎

行
為
を
必
要
と
す
る
私
権
で
さ
え
、
公
益
に
よ
っ
て
峯

ら
れ
、

公
益

の
た
め

に
権
利

に
高

め
ら

れ
る
。
」

か
ー
し
て
、
「
公
益

が
相
応

の
保
護
を
受
け

る

べ
き
場
合

に
、

い
か
な

る
法

が
公
法

と
し
て
ま

た
私
法

と
し
て
蔑

さ
れ

る

べ
き
か
・

し
た

が

っ
て

一
定

の
事

萎

件

の
下
で
、
公
共
団
体

に
権
利
な

い
し
法
的
霧

が
与

え
ら
れ
る

べ
き

か
、

そ
れ
と
も
個
人
に
対
す

る
個
人

の
法

的
権
能

が
認

め
ら
れ

る
べ
き

か
は
、
法
源
ー

贋

習
法
ま

た
は
立
法
者
-
ー

が

つ
ね
に
公
益

の
観
点

か
ら
衡
量
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

当

綴

途

傭

、(-d
携

げ
嶋
頒
弔
ロ
囎
)
の
堺

に
つ
い
て
は
、
次
の
場
合
に
と
り
わ
け
理
票

存
在
す
る
で
あ
ろ
・先

す
な
わ
ち
・

個
々
の
妻

に
お
い
て
、

a
主
と
し
て

=
福

人
の
利
益
の
法
的
保
護
が
f

も
ち
ろ
ん
公
益
の
た
め
に
-ー

問
題
と
な
り
・
縁

協

渥

.酌
妻

(鍾

①酔.露ロ
ーq
、粘-。臨
.
こ

お
け
る
権
利
の
現
実
的
業

を
と
り
わ
け
璽

に
寒

審

融

(N
屠

邑

丞

蒙

存
窃

し
な
い
場
合
で
あ
る
.
」
例
え
ば
、
契
約
の
遵
守
や
墾

.賠
償
の
霧

を
被
害
者
個
人
に
対
す

る
私
法
上
の
霧

と
な
し
・
他
者
の
財
産

を
重
大
に
隻

、し
た
者

へ
の
公
的
刑
罰
や
間
接
的
損
害
行
為

(火
災
、
疫
病
等
の
危
険
)
の
回
避
の
霧

を
国
家
権
力
に
対
す
る
個
人
の

公
法
上
の
霧

と
な
す
法
規
範
は
、
こ
の
観
占
…の
も
と
で
理
讐

れ
る
.
窃
盗
、
横
領
、
詐
欺
、
器
物
損
壊
等
に
対
す
る
加
刑
や
共
通
の

危

険

に
な
り
、つ
る
行
為

の
防
止

へ
の
配
慮

は
、
個
人

に
は
期
待

さ
れ
え
な

い
の
で
あ

り
、
当
該
法
的
義
務

の
実
行

に

一
般
福
祉

目
的

が
か

か
わ
る
場
A
.
に
は
、
「
法
規
範

は
、

-
-
相
応
す

る
権
能

を
共
通
権
力

(・
塁

韓

藝

)
、
す
な
わ
ち
公
権

の
行
使

の
た
め

に
特

に
任

ぜ

ら
れ
た
機
関

に
付
託

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
.

こ
こ
に
、
私
法

と
公
法

と
り
わ
け
刑
法

・
行
政
法

と

の
区
別

の
基
調

が
あ
る

の
で
麓

・
」

②
も

っ
ぱ
ら
私
法
規
範

に
よ
る
保
護

の
み
を
受
け
、
あ
る

い
は
も

っ
ぱ
ら
公
法
規
範

に
よ

る
保
護

の
み
を
受
け
る
生
活
領
域

と

い
う

も

の
は
な
ー
、
両
者

の
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
規
範

は
、

実
際
的

生
活
領

域

に
お

い
て
複

合
的

に
作

用
す

る
.
三

の
理
由

か
ら
・

一
定

の
生

活

領

域

の
特
別

法

(ω
。
.
.
一・
一・.
。
7
梓)
を
構

成
す

べ
孚

定
さ

れ
た
法
律

は
、
多

あ

場
合
、

私
法
的

要
素

と
公
法

的
要
素

と
か
ら

混
成

さ
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れ

て

い
る

と

み

ら

れ

る
.

同

じ

理

由

か

ら

、

し

ば

し

ば
、

公
権

力

(○
σ
同凶ゆq
犀
Φ
曲け)

の
許

可

を
受

け
勲

)工
疋
の
行

為

(例

え
ば
住

宅
建
築

競
売
)

が
私

法

上

は
許

容

さ

れ

え
ず

、

ま

た

逆

の
場

合

も

し

か

り

と

い

っ
た
現

象

が
無

限

に
存

在

す

る
。
」

③

「
ま

た
・

法

の
歴

史

的

発

展

の
過

程

に
お

い
て
、

一
つ
の
法

領

域

の
私

法

と
公
法

の
間

の
境

界

の
移

動

が
生

じ

る

こ
と
も

ま

れ

で

は
な

い
.
何
故

な
ら
、
あ
る
権
利

が
個

人

に
身

ら
れ
る

べ
き
か
公
権
力

に
与
え

ら
れ
る
べ
き
か

蠣

す

る
立
法
者

の
煮

の
結
論

は
、

様

々
な
状
況

お
よ

び
観
点

の
も
と

で
、
必
然
的

に
異
な

っ
た
も

の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
か
ら

で
あ

る
.
」

④

私
法

と
公
法

と

の
形
式
的
対
置

か
ら
両
領
域

に
実
体
的

に
接
点

が
な

い
と
す
る

こ
と
は
誤

り
で
あ
り
、

む
し
ろ
両
領
域

の
間

に
は

多
あ

内
容
的
関

連

が
存
在
す

る
.

ま
ず
笙

に
、
公
法

に
も
私
法

に
も
妥
当
す

る
葦

の
基
礎

的
法
規

と
し

て
、
法

規
範

(法
源
)
自

体
に
関
す

る
諸
原
則

お
よ

び
法
関
係

一
般

の
成
立
と
終
了

に
関

す
る
諸
原
則

が
あ

る
.
茨

い
で
、
私
法
的
内
容

の
権
利

と
公
法
的
内
容

鰯
雛
賄艦
鯵
犠
携
難
慰
即瓢
錨
諜
縫
.駅難
砺別
磨
鞘
潔
帰禦

畠

の
制

限
が
・
私
法
規
範

一
般
高

様

の
意
味

に
お

い
て
公
益

に
支
え

ら
れ

て

い
る

芳

で
、
「
公
法

の
領
域

で
も
、
公
権
力

の
権
能

露

妙
が
偲

総

露

議

に
依
拠

せ
し
め
ら

れ
て

い
る
と
み
ら
れ
、

か
ー
し

て

い
わ
ば
公
権
力

の
処
分
畠

が
個
人

の
利
益

の
た
め
に

(
26

)

制

限
さ
れ

て

い
る
様

々
な
法
関
係

が
存
在
す

る
。
」

2

権
力
主
体
説
の
主
張

以
上

の
諸
論
拠

に
も
と
つ
く
利
益
説

批
判

の
結
果

と
し

て
、

ロ
イ
ト

ホ

ル
ト

は
、
公
法
と
私
法

の
区
別

の
基
準

に
関

し
主
体
説
を
主
張

す

る
.

・
イ

よ

乍

に
よ

れ

ば
、

「
公
法

の
本

質

は
ま

さ

に
、

も

っ
ぱ

ら

そ

れ

に
よ

っ
て
公

蒙

嘱

さ

れ

る

と

い
、つ
こ

と

に

で

は

な

ー
・
む
し
ろ
そ
れ
が
公
法
関
係
、
す
な

わ
ち
公
権
力

の
権

利

と
義
務
を

規
律
す

る
と

い
う

こ
と
に
あ
る
.
」

つ
ま
り
、
私
法

が
個

人
間

の

法
関
係

に
関
す

る
法
原
則

の
総
体

で
あ

る

の
に
対

し
て
、

公
法

は
公
権
力

の
権
利

と
義

務

に
関
す

る
法
原
則

の
総
体

で
あ

っ
て
、
両
者

は
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そ

の
領
域

に
現
わ
れ

る
法
主

体

(閑
Φ
。
窪
ωω
¢
息
Φ
算
。
)

の
点

で
区
別
さ
れ

る
と

い
う

の
で
み
縫

・

公
法
関
係

と
私
法
関
係

の
区
別

に

つ
い
て
も
、

一
方

が
公
益

に
他

方

が
私
益

に
資
す
る
と

い
う

の
で
は
な
く
・
前
者

で
は
・

公
共
団
体

(匿
ω
α
慾

昆

討
冨

(O
Φヨ
Φ
曲ロ
ー-
)
壽

豊

が
権

利
者
ま

た
は
霧

者

と
し

て
関
与
す

る

こ
と
が
不
可
欠

で
あ

る
が
・
後
者

に
あ

っ
て
は
こ

の
要
件

は
妥
当

せ
ず

そ

の
法
関
係

は
個

人
間

に
存
す

る
、

と

い
・三

と
に
麺

・
も

つ
と
も
・
公
共
団
体

も
私
法
上

の
法
関
係

に
立

毒

A
.
が
あ

り
、
実
定
法

上
、
内

容
的

に
私
人
間

に
も

存
在
し
う

る
よ
う

な
性

質

の
も

の
で
あ

れ

ば
私
法
関

係

と
套

さ
れ

る

べ
き

で
あ

る

が
、
特
別
な
理
由
と
銘

け
国

寳

的

等

の
実
現

の
た
め
に
実
定
法

が
公
共
団
体

に
緩

的
地
位

-
国
庫
穰

1

を
認

め
て

い
る
場
合

の

存
在
も
排
除

は
さ
れ
な

い
.

こ
の
占
ぞ

は
、

公
権
力
行
使

の
実
体
を
と
も
な
わ
な

い
公
法
関
係

の
余

地
を
残
し

て

い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る

が
、

公
法

の
本
質
を
公
権
力

(主
体
)

の
権
利

義

務

の
規
律

と

み
て

い
る

こ
と
か
ら
、
実
質
的

に
は
権
力
主
体

説

に
立

っ
て

い
る
と

い

ぜ

し

う

こ

と

カ

で

き

よ

う

。

r-..-,

282726
)))

　 ノへ 　 　 ノヘ ノへ 　

25242322212019
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⇔

行
政
法
と
行
政
裁
判
の
意
義

-

行
政
法
の
意
義

公
共
団
体
自
身

の
権
利
・

お
よ

び
そ
れ

に
補
完
的
な

い
し
制

限
的

に
醤

し
、
そ
れ
を

い
ず

れ

に
せ
よ
概
念
的

に
前
提

と
す

る
個
人

の

権
利
を

「
公
権

と
・

そ
れ
ら
公
権

に
関

わ
る
法

規

の
総
体
を

「
公
法
」

と
捉
え

た
う
え

で
、

・
イ
よ

乍

は
、

公
共
団
体

の
も

つ
公

権

の
総
体
を

「
公
権

力
」

と
呼

ん
で

い
る
.

そ
し

て
、

公
権
力

を
構
成
す

る
公
権

の
う

ち
、
法

規
範
を
定

立
す

る
立
法
権

力

(重
要
な
個

人
的
公
権
を
含
め
て
・
そ
れ
窺

律
す
る
の
が
憲
法
)
、
権
利

の
存
立

に
関
す

る
争
訟
を
決
定
す
る
裁

判
権

力

(個
人
的
公
権
を
含
め
て
、
そ
れ

窺

律
す
る
の
が
訴
訟
法
)
を
除

い
た
執
行

・
統
治
権

力
が
、
狭
義

の
本
来
的
意
味

の
公
権
力

で
あ
り
、

そ

の
法
原
則

(閑
.
。
葺
.
-、
.
¢
コ
鳥
.似
学

N
①
)
が
広
義

の
行
政
法

だ
と

い
う
.

さ
ら

に
、
権
利
隻

三

霧

違
反
)

へ
の
公
的

加
罰

に
関
す

る
法
原
則

で
あ

る
刑
事
法

に
対
し

て
、

狭
義

の
本
来

的
意

味

に
お
け

る
行

政
法

と
は
、
権
利

侵
害

が
実
体

的

に
除
孝

是

正

(鋤
超

Φ
一9
.
昌
)
さ
れ
、つ
る
権
能

(最
狭
義

の
公
権

(
31

)

力
)

に
関

す

る
法

原

則

を

指

す

と

す

る
。

つ
ま

り
・

本

来

的

意

味

の
行

政

法

に
属

す

る
公
権

力

の
権

能

は
、

そ

の
侵

害

の
実
体

的

な

是

正

が
行

わ

れ
、つ
る

こ
と

に
よ

っ
て
特

徴

づ

け

ら

れ

る

の

で
あ

っ
て
・

そ

れ

が

公
益

の
た

め

に
あ

る

と

い
・つ
こ
と

は

何

ら

そ

れ

に
固

有

の
も

の

で

は
決

し

て

な

い
.

「
行

政

法

は
、

ま

讐

雛

簸

購鑓
嬬

つっ議
羅
鞍
簿
謙
圏
鞭
卿静
碗鷲

魏

団

体

に
課

せ
ら

れ
た
任
務

の
遂

行
を
直
接
意

図
す

る
法

規
範

(内
務
行
政
の
漢

婁

法
)

の
ほ
か
、

任
務

遂
行

の
手

段

の
調
達

に
関
す
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る
規
範

(財
政
法
、
軍
事
法
)
も
含

ま
れ
る
。

2

行
政
権
原
と
し

て
の

「
公
益
」

そ
れ
で
は
、
行
政
法

に
お

い
て

「
公
益
」
概
念

は
ど

の
よ
う

に
位
置

づ
け
ら

れ
る

の
で
あ
ろ
う

か
。

ロ
イ
ト
ホ

ル
ト

は
ま
ず

、
行
政
官

庁

の
公
権
力
も
ま

た
法
規
範

に
依
拠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

一
つ
の
法
的
権
力

で
あ
り
、

公
権

力
と
被
命
令
者

と
の
関

係
を
法
関
係
以
外

の
も

の
と
解
す

る

い
か
な
る
理
由
も
存

し
な

い
と

い
う
。

つ
ま
り
、
「
公
権
力

が
、
行
政
法

の
領
域

に
お

い
て
も

何
人

か
に
作
為

ま
た
は

不
作

為
を
要
求
」

つ
る

の
は
、

そ
れ
に

つ
い
て
法
す
な
わ
ち
立
法
権

力

に
よ

り
穰

さ
れ

て

い
る

と
み
ら
れ
る
場
合

の
み
で
豹

L
・

そ

の
際
、
法
規
範

が
公
法
上

の
権

利

.
義

務

の
発
生

・
範
囲

や
規
律
す

べ
き
法
関
係
を
直
接
的

に
規
定

し
て

い
る
場
合

の
ほ
か
、
現
行
法

に

よ
り
、
相
応
す

る
公
権

力

の
権
能

の
た
め

の
権

原

(菊
①
6
簿

。・簿
Φ
})
と
し

て

「
公
益
」

が
援
用
さ

れ

て

い
る
場
合

が
多

く
あ
り
、
そ

こ
で

は

「
公
益
」

が
行
政
官
庁

の
権
能

や
行
政
法
的
性
質
を
も

つ
義
務

の
根
拠

と
な
る
。

こ
う
し

た
行
政
権
原
と
し

て
の

「
公
益
」

に
関

し
て
、
従
来

の
多
く

の
判
例

は
、
公
益

の
た
め
に
認
め
ら
れ
る
行
政
官
庁

の
権
能

の
根

拠
を
法
規

に
還
元
す

る

こ
と
な
く
、
暗

黙

の
前
提

と
し

て
き

た
が
、
そ

の
よ
う

な
場
合

で
も
、
官
庁

は
何
人

に
対
し

て
も
行
政
法
規

に
基

つ
い
て
、

そ

の
考

え
に
よ

れ
ば
公
益

の
た
め
に
存
す
る
事
柄

を
要
求
す

る
権
能

を
法
的

に
も

っ
て

い
る
と

い
う
前
提

が

つ
ね
に
あ

る
・
ま

た
、
公
権
力

の
権
能

が
あ

る

一
定

の
方
向
を
め
ざ
す

公
益

の
た
め
に
与
え
ら
れ

て

い
る
と
き

に
は
、

当
該

公
益

の
み
を
権
原

と
し

て
利

用

す
る

こ
と
が

で
き
、
逆
に
、
法
規
罐

よ

っ
て
与

え
ら
れ

た
権
能

の
翻

内

で

の
官
庁

の
畠

な
活
動

が
、

=
疋
の
公
益
を
保
護
す

る
義

務

に
よ

っ
て
制
限

さ
れ

る

こ
と
も
あ

る
。

客
観
法
し

た
が

っ
て
立
法
者

の
任
務

は
公
益

の
保
護

に
あ

る
が
、
衝
突
す

る
利
害

の
多
様

性
は
し
ば
し
ば
立
法
活
動

の
著
し

い
困
難

を

も
た
ら
す
。

そ

の
際
、
立
法
者

が
第

一
に
念

頭
に
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
対
立
す

る
利

益

が
全
体

の
平
均
的
利

益

(公
益
)
な

の
か
特
別
利
益
な

の
か
を
確
定
す

る

こ
と
で
あ
り
、
両
者

と
も
公
益

で
あ
る
場
合

に
は
、

そ

の
重
要
性

と
対
立

の
深
刻
性

の
程
度

に
し

た
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が

っ
て
調
整
す

べ
き

こ
と
に
な

る
。
ま

た
、
様

々
な
法
規
範

が
様

々
な
時
期
、
様

々
な
領
域

で
、

そ

の
時

々
の
立
法
者

に
よ

っ
て
定

立
さ

れ
て

い
る
た
め
に
、
法
律
相
互

の
間

で
通
常

の

(「Φ
ぴq
巴
ヨ
餌
2
鋤q
)
公
益

と
特
別

の
公
益
と

の
衝
突

が
生

じ

る

こ
と

が
あ
り
、
新

た
な
法
律

が
古

い
法
律

や
古

い
法

状
態

に
基
づ
く
法
的
権
能

を
廃
棄
す

る
場
合

に
は
、
衰
退
す

る
世
代

の
利
益

と
興
隆
す

る
世
代

の
利
益

の
対
立
も

生
じ

る
・
そ

こ
で
、

一
つ
の
法
領
域

に
お

い
て
客

観
的

に
妥
当
す

る
法
規

の
総
体

が
統

一
さ

れ
た
姿
を
な
す

た
め

に
は
、
解
釈
を
通
じ

て

(
35

)

こ
れ
ら

の
矛
盾

が
除
去
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
・
事
実
状
況

の
可
変
性

や
多
様
な
利
害
状
況

の
も
と

で
は
、
公
益
を
完

全

に
列
挙

し
尽
く
す

こ
と
は
事
実
上
不

可
能

で
あ

る
と

い
う

点

で
・

「
公
益

が
行
政
法
律

に
お
け
る
権

原
と
し

て
受
け
継

が
れ

て

い
く

の
で
な
く
、

そ

の
た
め

に
よ
り
具
体

的
な
方
法

で
、
現
行

の
平
均
的

状
況

に
し
た

が

っ
て
個
人

に
課
す

べ
き

公
的
作

為
義

務

お
よ

び
不
作

為
義

務

が
確
定

さ
れ

る

こ
と
…
…

は
、
疑

い
な

く

明
白

に
、

旧
来

の
規
範
化

に
特
有
な
共
通
利
益

に
資

し
ま
た
は
公
益

の
た
め

に
あ
る
も

の

へ
の
簡
単
な
指
示
や

一
般
原

理

の
鏡

な

る
定

立

に

代
わ

っ
て
、
特
別
な
法
規
を
設
定
す

る

こ
と
に
努

め
る
現
代

の
行
政
法
律

の
少
な
く
と
も
部
分
的

に
は
意
識
的
目
標

で
あ

る
。
」

か
く
し

て

「
公
益

」
を
権
原

と
す

る
法
関
係

の
精
密
化
、

つ
ま
り
各

々
の
公
益

の
根
拠

の
詳
細

な
衡
量

と
必
要
な
法
的
権
能

の
厳
密
な

構
成

が
ま
ず
も

っ
て
求
め
ら
れ
、
そ
れ

に
よ

っ
て
公
権
力
行
使
を
法
的

に
制
限
す

る
こ
と

が
、
現
代

の
行
政
法

の
課
題

だ
と

い
う

こ
と

に

な
る
・
対

立
す

る
公
益
間

の
利
益
衡
量

は
第

一
次
的

に
は
立
法
者

の
任
務

で
あ

り
、
定

め
ら

れ
た
規
範

の
枠
内

で
の
利
益
衡
量

が
個

々
の

事
案

に
お
け
る
官
庁

の
個
別
事
情
審
査

に
委
任

さ
れ
る

の
で
あ

っ
て
、
そ
れ
は
決
し
て
自
由

裁
量
を
意
味
す

る
も

の
で
は
な

い
。

3

行
政

の
裁
判
的
統
制

の
必
要
性

ω

行

政
は
法
規
範

に
し

た
が

っ
て
行
わ
れ
る

べ
き
も

の
で
は
な

い
と

い
う

理
解

が

一
般
的

で
あ

っ
た
か
ぎ
り
、
行
政
事
項

に
お
け
る

裁
判

と

い
う
観
念
自
体

そ
も

そ
も
存
在
余
地

が
な

か

っ
た
。

し
か
し

ロ
イ
ド

ホ
ル
ト
は
、
行

政
法

が
そ
れ
と
し

て
認
識

さ
れ
、
承
認
さ
れ

た
後
も
・
行

政
事
項

に
お
け

る
裁
判

の
導

入

は
不
合

理

で
、
非
論

理
的
な
、
少
な
く

と
も
非

政
治
的
な
主
張

と
扱

わ
れ

て
き
た

と
指
摘
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し
、
行
政
事
項

に
お
け

る
裁
判

の
懇

は
な

お
誕

塗

の
段
階

に
あ

る
と
述

誌

・

そ
し

て
・

た
し

か
に
当
時

の
法

で
は
・
行
政
官
庁

に
そ

の
権
限

の
範
囲
内

で
自
力
救

済

の
権
利

が
認

め
ら
れ
、
行
政
官
庁

は
、
そ

の
義

務
適
合

的
な
確
信

の
基

準
に
し

た
が

っ
て
、
権
力
巌

従
者

に
現
行

行
政
法

上
義

務
づ
け
ら
れ

て

い
る
と
自
ら
看
な
す

行
為
、
給
付

、
不
作

為
を
直
接

に
要
求
し
、
必
要
な
場
合

に
は
強
制
し

う

る
も

の
と
さ
れ
た
。

旧
来

の
理
論

は
、
次

の
と
お
り
、

こ
こ
に
完

全

に
通
常

の
状
態
を
見
出
す

こ
と
と
な

る
・

①

シ

ュ
タ
ー

ル
に
よ
れ
ば
、
「
個
人

が
成
員

と
し

て
属
す

る
人
倫
国

憲

コ
ω
剛巳
搾
冨
ω
肉
Φ
ド
ε

と
し

て

の
国
家

の
性
質
上
・
も

っ
ば

ち
国
家
自
身

が
そ

の
固
有

の
支
配
権
を
も

つ
こ
と
が
で
き
、
そ
れ

ゆ
え
政
府
は
そ

の
諸
機
能

の
法
律
適
合
的
利
用

に
関
す

る
判

断
権
を

も

ち
う

る
。

つ
ま
り
政
府

は
、

そ

の
行
動

の
た
め
に
ま
ず

も

っ
て
第

三
権

と
し
て

の
裁

判
所

の
決
定
を
必
要

と
す
る

こ
と
は
で

き
ず
、

そ
れ

以
上

に
政
府
自
身

が
裁
判
所

の
権
力
、

そ

の
判
決
、
命
令

お
よ

び
執
行

に
服
す

る

こ
と
は
で
き
な

い
。
国
家
権

力

の
行
為

に
関
し

て
・

そ

の
行
動

の
事
前

で
あ
れ
事
後

で
あ
れ
、

臣
民
が
権
利
侵
害
を
主
張
し

て

い
る
場
合

に
裁
判
所

の
決
定

が
至

る
と

こ
ろ

で
な
さ
れ

る
と

い
う

状
態
を
想
起
す

る
と
、

そ
れ
ゆ
え
国
家

は
真

に
国
家
す
な
わ
ち
個
人
を
超
越
し
た
人
倫
国

で
あ

る

こ
と
を

や
め
、
自
ら
た
ん
な
る
私
的
当

事
者
と
な
り
、
そ
の
行
為
は
蔑

の
蔑

の
性
格
を
失
う
で
あ
論

」
か
く
し
て
公
行
政
が
裁
判
所
に
よ
る
誇

統
制
に
服
す
る
こ
と

は
、
行
政

が
司
法

の
下
位

に
立

つ
こ
と

に
な
り
、
全
面
的

に
不

適
当

で
あ

る
と
さ
れ

る
。

②

ま
た
、
行

政
は
、

い
ず

れ
に
せ
よ
公
益

に
よ

っ
て
導

か
れ

る

の
で
あ
る
か
ら
、
行
政
を
そ
れ
以
上

に
統
制
す

る
こ
と
は
完
全

に
不

必
要

と
看
な

さ
れ
る
。

公
行
政
官
吏

は
、
彼
ら

に
よ

っ
て
代

表
さ
れ

る
事

項

の
結

論

に
多

く

の
場
合
偶
ん
的

に
関
与
し

て
い
る
わ
け

で
は

穿

、
私
人
ほ
ど
そ
の
権
力
範
囲
を
法
規
範
に
反
し
て
超
え
や
芝

は
な
い
か
ら
で
麓

・

②

し
か
し

こ
う

し

た
旧
理
論

に
か
か
わ
ら
ず
、
行
政
裁
判
所
制
度

の
創
設

に
よ
り
、
公
権

の
行
使

に
お
け
る
行
政
官
庁

の
活
動

は
多

か
れ
少
な
か
れ
裁
判
判
決

に
服
せ
し

め
ら
れ
、
行
政

の
法
的
統
制

が
実
際
上
も
た
ら
さ
れ

た
。
行

政
事
項

に
関
す

る
対
審
的
審

理
は
、

わ

ず

か
数
年

の
行

政
裁
判

所

の
活
動

に
も

か

か
わ
ら
ず

、
実
体

的
な
行

政
法
規
範

の
形
成

に
本
質

的

に
寄
与

す
る

こ
と
と
な

っ
た

の
で
あ
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ロ
イ
ト

ホ

ル
ト

は

い
う
。

「
『
個

々
の
自
然

人

の
で
あ

れ
、
団
体

の
で
あ
れ
、
法
的

に
保
護
さ
れ
た
利
益
、
主
観
的
権

利

が
行
政
官
庁

に

よ

っ
て
主
張

さ
れ
る
公
益
上

の
要
求

に
あ

い

(げ
臼
昏
詳

名
Φ蕊
Φ
口
)
、

こ
れ
と
衝
突
す

る
と

こ
ろ

で
は
、
そ

の
官
庁
自
ら

で
は
な
く
、
行
政

裁
判
所
が
決
定

を
下
す

べ
き

で
あ

る
。
』

『
公
益

の
保
護

の
た
め
に
な

さ
れ

る
個

人

の
権

利
領
域

へ
の
警
察
権
力

の
侵

害

は
』
、
法
的

統
制

に
服
す
る
。

こ
う
し
た
理
解

に
は
、

一
つ
の
不

明
瞭
性

が
か
く
れ

て

い
る
。

公
権

力
は
、

そ
れ
に

つ
い
て
公
法

に
よ

っ
て
授
権

さ
れ

て
い

る
場
合

に
の
み
、
個
人

の
作
為

ま
た

は
不
作
為
を
要
求

し
う

る
。

こ
の
場
合
、
公
権
力
は
個

人

の
権
利
圏
を
侵
害
し
な

い
。

公
権
力

が
授

権

さ
れ
て

い
な

い
と

こ
ろ

で
要
求
す

る
と
き

に
、

と
り
わ
け

て
公
権
力

が
他
者

の
権
利
圏
を
侵
害
す

る
か
否

か
を
確
定

す

る
こ
と
は
ま
ず

も

っ
て
重
要

で
は
な

い
。
な

ぜ
な
ら
、
公
権
力

が
法
的
根
拠
な
し
に
何

人
か
に
作
為
ま

た
は
不
作
為
を
要
求
す

れ
ば
、
そ

こ
に
お

い
て
す

で
に
十
分
に
第
三
者

の
法
的
義
務

が
存
在
し
な

い
こ
と
が

明
ら

か
だ

か
ら

で
あ

る
。
」
そ
し

て
、

ロ
イ

ト
ホ

ル
ト

の
理
解

に
よ
れ
ば
、
行

政
官
庁

の
公
権
力

が
法
規
範

に
依
拠

し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
法
的
権

力

で
あ
り
、
公
権

力

に
よ

る
個

人

の
作
為

.
不
作
為

の
要
求

が
、
公

法

に
よ

っ
て
授
権

さ
れ

て

い
る
場

合

に
の
み
認
め
ら

れ
る

の
で
あ

る
以
上
、
ま

さ
に
そ
う

し
た
公

行
政

の
要
求
を
支

え
る
公
法
規
範
、
す

な
わ
ち
公
法
的
療

の
棄

三

そ
が
轟

な
決
め
手
と
麺

・
}」う
し
て
・
公
権
に
根
拠
づ
け
ら
れ
た
行
政
の
あ
ら
ゆ
る
作
為

木

作
為

(
41

)

を
法
的

に
統
制
す

る

こ
と
が
、
行
政
裁
判

の
原
則
的

な
目
標
と
さ
れ
る

の
で
あ

る
。

(36)

(
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ω
o
℃
び
圃Φ
血
Φ
。。
囲
Φ
6
算

ρ

bσ
ρ

戸

跨
げ
け

ト。
噸
P

>
鼠
ご

一
。。
㎝
ρ

Qり
■
①
O
S

シ

ュ
タ

ー

ル

の

こ

の
有

名

な

言

葉

は
わ

が
国

で
も

し

ば

し

ば

引

用
さ

れ

て

い
る
。
藤

田

.
前

掲
書

八

六

頁

、
中

川
義

朗

『ド

イ

ツ
公

権

理

論

の
展

開

と

課

題

』

(法

律

文

化

社

、

一
九

九

三
年

)

三

四

頁

な

ど

参

照

。

(39
)

い
2

筈
o
耳

鉾

即

O
.}
Qり
ω
噛
幽
卜。
?

島

Q。
曝

(
40
)

い
2

昏

o
一負

卑

卑

○
`
ψ

命

①
・

(
41
)

ロ
イ
ト

ホ

ル
ト

を

は
じ

め

と

す

る

、

ド

イ

ツ

に

お

け

る
近

代

的

行

政

裁

判

所

制

度

の

"
裁

判

"

的

性
格

の
主

張

に

つ

い
て

は
、

藤

田

.
前

掲
書

一
四

四

頁

以

下

参

照

。

四

小

括

以
上
、

ロ
イ
ト

ホ

ル
ト

の

「
公
益
」
論

の
概
略
を
、

そ

の
概
念
理
解
と
行
政
法
上

の
位
置
づ
け

に
着
目
し

て
論
じ

て
き
た
。
改

め
て
そ

の
主

な
特

徴
を
摘
示
す

る
な

ら
ば
、
次

の
よ
う

に
整
理
す

る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

第

一
に
、

ロ
イ
ト

ホ

ル
ト

の

「
公
益
」
論

は
、
公
法
と
私
法

の
区
別

に
関
し

て
、

私
益

に
対
す

る
公
益

の
優
越
を
基
調

と
す

る
利
益
説

的
公
法
優
位
観

(公
益
的
公
法
論
)

へ
の
批
判
と
し

て
提
起
さ

れ
た
も

の
で
あ
り
、

自
ら
は

こ
れ

に
公
権

力

の
法
的
規
律

を
本
質

と
す

る

(権
力
)
主
体
説
的

「
公
法
」
観

を
対
置
す

る

こ
と

と
な

っ
て

い
る
。

第

二

に
、

「
公
益
」

の
概
念
内
容

に
関
し

て
は
、

た
ん
な

る
多
数

人

の
共
通
利
益

(全
体
利
益
)
な

い
し
特
別
利

益

と

は
区
別

さ
れ

る

地
域
的
絆
を
も

っ
た
人
間
生
活
利
益
、

つ
ま
り

「
地
域
的
共
通
生
活
利
益
」

で
あ

る
と
理
解

し
、
そ
れ
は
個
人
利
益

の
総
和

に
ほ
か
な
ら

な

い
と
し

て
、
公
益
と
個

人
利

益
と

の
究
極
的
な
調
和

・
一
致
を
語

っ
て

い
る
。
ま
た
、
そ

の
よ
う

に
理
解

さ
れ

る
公
益

は
、
担

い
手

が
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近
隣
住
民

の
地
域
共
同
体

か
ら
固
有

の
地
域

を
も

つ
市

町
村
、
国
家
、
国
際
法
上

の
団
体

に
ま

で
及
ん

で
多
層
的

か

つ
多
様

に
存
在
し
、

通
常

の
公
益

と
特
別

の
公
益
な

ど
各

種

の
公
益

が
相
互

に
対

立
す

る

こ
と
も
あ

り
う

る
と
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
、

公
益

と
私
益

と

の
絶
対

的
な
区
別

が
否
定

さ
れ
る
と
と
も

に
、
「
公
益
」

が
、
国
家
的
承

認

の
有
無

と

い
う

手
続

的
要
因

と
関

わ
る

こ
と
な

く
、
相
対

的
な
内
容

定
義
が

可
能

な
社
会
的

・
実
体
的

概
念

と
し

て
捉
え
ら
れ

て

い
る
。

第
三

に
、
「
公
益
」
概
念

は
、
行
政
法
L

に
お

い
て
、
公
権

力

の
権
能

や
公
法
的
義

務

の
発
生

と
そ

の
範
囲

.
限

界
を
導
く
権
原

と
し

て
位

置
づ
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
個
人

に
は
期
待
さ
れ
え
な

い
法

的
義

務

の
確

実
な
実
行

や
、
権
利
侵

害

(義
務
違
反
)

の
実

体
的
是

正
を
図
る
公
権
力

の
権
能

に

つ
い
て
、
そ

の
授
権

お
よ

び
制
約

に
関
す

る
法
規
範
的
根
拠
を

な
し
て

い
る

の
が
行
政
法

上

の

「
公
益
」

だ

と
さ
れ
る
・

そ

こ
で
、

公
権
力
を
法
的

に
規
律
す

る
た
め
に
は
、

こ
う
し

た
行
政
権

原
と
し
て

の
公
益

の
内
容
を
確
定
し
、

公
益
間

の
対

立
を
調
整
す

る
と
と
も

に
、
必
要

な
法
的
権
能
を
厳
密

に
構
成
す

る

こ
と
が
重
要

と
な

る
が
、
そ
れ
は
第

一
次
的

に
は
立
法
者

の
任
務

で

あ
り
、
ま

た
解
釈

に
お

い
て
も
意
識
さ
れ

て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

公
権
力
行
使

に
お
け
る
権
原
存
否

の
審
理
を
通

じ
て
公
権
力
を
統

制
す

る

こ
と
が
、
最
終
的

に
行
政
裁
判

に
委

ね
ら
れ
る

こ
と

に
な
る
。

か
く
し
て
、

ロ
イ
ト

ボ

ル
ト

の

「
公
益
」
論

は
、
公
益

と
私
益

と

の
概
念
的
対
立
を
否
定
し
、

公
益
を
地
域
的

に
共
通

の
基
盤
を
も

つ

人
間
生
活
利
益
、
究
極
的

に
は
市

民
個

々
人

の
利
益

と
調
和

・
一
致
す

る
よ
う
な
個
人
利
益

の
総
和

と
捉
え

て

い
る
。
ド
イ

ツ
行

政
法

の

学

問
的
形
成

・
確
立

の
途
上

に
お

い
て
こ
う

し
た
市
民
的

・
自
由
主
義
的

「
公
益
」
観

が
表
明
さ
れ
て

い
た

こ
と
は
、
き
わ
め
て
注
目
に

値
す

る
と

い
う

こ
と
が
で
き

る
。
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